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令和７年度第１回富谷市介護保険運営委員会 会議録 

～ 委員会概要 ～ 

日 時  令和７年７月４日（金） 午後２時００分～午後３時６分 

場 所  富谷市役所３階 ３０５会議室 

 出席委員（１４名） 那須 正行、笠原 純子、江角 伸吾、渡邉 裕志、吉村 恵理、 

土井 孝博、田中 しなの、斎藤 翔、門間 とも子、鈴木 郁子、 

永野 憲子、佐藤 恵子、相澤 富子、菅原 義則 

欠席委員（３名） 志水 田鶴子、中谷 良子、増田 恵美子 

会議に参与したる者  副市長 武内 浩行 

事務局出席者（９名） 

○保健福祉部 部長 髙橋 加代、次長 関谷 奈保子、長寿福祉課長 横田 善和、 

       同課長補佐 亀 莊一郎、同主幹 岡 宣之、 

       保健福祉総合支援センター所長 大谷 江里子、同副所長 伊東 大助、 

同技術主幹 高橋 侑美 

  〇市民生活部 税務課長 西山 高広 

 

志水委員、中谷委員、増田委員３名の欠席となっているが、過半数の出席により、 

委員会規則第４条の規定により委員会開催を確認。 

 

午後 2時 00分 

＜ 開会 ＞  司会進行 長寿福祉課長補佐 

＜ あいさつ ＞  富谷市介護保険運営委員会 委員長 那須 正行 

＜ あいさつ ＞  富谷市 副市長 武内 浩行（副市長あいさつ後、公務により退席） 

 

（亀補佐） なお、今後の議事進行につきましては、委員会規則第４条の規定に基づき、委員長 

が議長となり進行することとなっておりますので、移動いただき進行をお願い致します。 

 

（那須委員長） 議事を進行するにあたり、委員の皆様の活発なご意見を期待いたしますと 

ともに、議事進行につきましてご協力をお願いいたします。  

 

それでは早速ですが、審議にはいります。 

はじめに、（１）令和６年度介護給付実績等について、事務局からご説明を 

お願いします。 
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（岡主幹） ＜ 資料 1 令和６年度 介護給付実績等について ＞ 

 

（那須委員長） ありがとうございました。ただいまの事務局の説明について委員からご 

意見、ご質問はありませんか。 

 

（菅原委員） 資料１３ページ、施設サービスのところなんですが、③介護医療院④介護療養型 

医療施設、これの資料の方に実績出ててるんですが、多分 6年度から始まったと思 

うんですけれども、施設のお名前はちょっとわからないですから、どこの施設にな 

るかちょっとお聞きしたいと思います。 

 

（岡主幹） この市内の施設の一覧の中でということでよろしいですか。 

 

（菅原委員） はい 

 

（岡主幹） 施設サービスのところなんですけれども、療養型施設ということで、富谷市の中には 

医療施設サービスはございませんでして、実際近いところですと、松島とかですね、そ 

ちらの方に介護医療院の施設がございまして、実際、富谷の被保険者の方がそちらの施 

設を利用しているというところになりますので、市内の方にはこちらの一覧ではないと 

いうことでございます。 

 

（菅原委員） わかりました、市内には確か無かったはずだなと思いました、そういうことで 

すね、はい、わかりました。 

 

（那須委員長） そのほか何かございましたらお願いします。 

 

（那須委員長） それでは次の審議事項、（２）介護保険料調定額、収納額及び収納率状況に 

ついて、事務局からご説明をお願いします。 

 

（西山課長） ＜ 資料２ 令和６年度介護保険料調定額、収納額及び収納率状況について＞ 

 

（那須委員長） ただいまの事務局の説明について委員からご意見、ご質問はありませんか。 
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（永野委員） いつもこの表を見る限り、いつも同じ意見させていただいてるとは思うんですけ 

れども、令和５年度６年度に比べまして、徴収率問題があがっていて特別徴収は年 

金天引きになるんで確実に１００％なんですけれども、普通徴収っていうのは、自 

営とかそういう感じの通知が来て、自分で払うっていうやり方だと思うんですけれ 

ども、こちらの方も去年に比べて大分徴収率は上がっていて、滞納分を３０％の回 

収できたけれども、７０％は徴収できていなかったということで、いろいろあって、 

収納額、算出されまして収納率が算出されまして、それで未収納額、そして不納欠 

損額っていうのは何か今お話しありましたように、財産調査した結果、不納欠損額と 

いうことで、何か、２年間、そういうことがあると、これがもうなくなり、もう調 

整した結果、徴収の見込みがないっていうことで、徴収を諦めるっていうものだと 

は思うんですけれども、こちらの方、去年と比べて大分上がっていて、多分皆さん、 

いろいろなことを頭、うん、練っていろいろなことを調査して、徴収し、また諦め 

るっていう決断なので、とてもご苦労なさったことだと思います。 

また今後、徴収できなかったということをそのままにせずにちゃんと調査して、 

徴収すべきものは徴収をして、生活保護は多分この中には入ってないですか。 

 

（西山課長） はい。 

 

（永野委員） はい。と思いますので生活保護に入ってない方の分を、財産調査した結果、調査 

できなかったっていうのは、若干ちょっと腑に落ちない部分あるのですけれども、 

私もちょっと詳しくないのでわからないんですけれども、こちらの方も苦労していろ 

いろ徴収してくださってるなあと思ってありがたく思っております。 

 

（那須委員長） ありがとうございます、そのほか。 

次の審議、（３）令和６年度高齢者保健福祉事業等実績及び令和７年度事業 

計画について、事務局からご説明をお願いします。 

 

（伊東副所長） ＜ 資料３ 令和６年度高齢者保健福祉事業等実績及び令和７年度事業計画 

について＞ 

 

（那須委員長） ありがとうございました。ただいまの事務局の説明について委員からご 

意見、ご質問はありませんか。 
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（斎藤委員） 福祉健康センターの斎藤と申します、よろしくお願いします。 

まず、1ページ目のところの、以前もちょっとお話したことがある、ゆとりすとク 

ラブ・サロン数の評価の部分だったんですけれども、数値が２３、目標指数が２５と 

いうところで、数値上で見ると達成というところではあるとは思うんですけれども、 

新規設置には至らずというところで、ここの数値だけで評価して二重マルの達成でき 

たっていう型での評価というところが、いいものなのかどうなのかというところが一 

つありますので、ちょっとそちらについてお伺いしたかったのが一点。 

二点目が、２ページ目７番の筋トレ型のところで、昨年度ケアオフィスさんのサ 

テライトで新しくこう広げてくるというお話をいただいたところで、今年度のとこ 

ろが、指定事業所の拡大にいうところで、今現状ちょっと受け入れ先等のところが 

こう広がりそうであるかどうかという現状のところを教えていただきたいというと 

ころが、もう一点です。 

あと、４ページ目の２番の緊急通報システム事業の地域利用者数ということで、 

ここ数字あげていただいてるんですけど、ちょっと先日私の近所でもちょうど夜中に、 

緊急通報の方がいて、救急車が来て私もちょっと見に行ったら、サポーターの方が 

見えられてというような対応をされてたところをちょっとお伺いする機会があった 

ので、ここの部分で実際登録者数が８名ということなんですけれども、現に年間で、 

どのくらい利用というところが行われてるかっていうところがもし分かれば教えてい 

ただきたいというところが一点になります。 

あと、、最後の５ページ目のところで、１７番の終活テーマにした研修講座等の開 

催というところで、こちら６年度の部分の実施で、１２月に実施してるというところ 

での記載にはなってたんですけれども、数値が横棒になってたので、ここは１回とか 

なのかなと思ってもこの数字のところの確認というところで、よろしくお願いします。 

 

（大谷所長） はい、保健福祉総合支援センター所長の大谷です。 

ご質問ありがとうございます。まず一点目のゆとりすとの評価に関してですがお 

っしゃいますように、２３ヶ所というところで、目標指数には届いておらないので 

すが、達成率の方で今回の評価をさせていただいたところでございます。 

市としましては引き続き、目標に向けて、様々な形で啓発の方図っていくというと 

ころと、既存のクラブサロンの方の支援についても引き続き、代表者会などを通し 

て実施のほう図っていくこととしております。 

筋トレサービスに関しましては、お話しがありましたように、２ページ目の⑦ 

ですね、ケアオフィスの方に事業所拡大、せせらぎの里を会場とさせていただいて、 
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そちらの圏域の方の受け入れというところで、サテライトの型をとらせていただい 

ております。ここ週に１回という開催になっておりましたので事業所の拡大といい 

ますか、そこも視野に入れてですね週に２回実施する体制を今後どうしていくかっ 

ていうところで検討を図っているところでございます。今のところ、週に１回、人 

数を伸ばしていくというところで、上半期は考えているところでございます。 

あとは緊急通報システム、４ページ②の緊急通報システム事業の方でございま 

すが、利用者の実数としましては６５名でございます。新規の方は８名で、廃止の 

方も８名ほどいらっしゃったというところでございます。特にここ１、２年で大幅 

な伸び等はございません。 

最後、終活をテーマにした研修会と講座を開催というところで、確かにそうです 

ねここ１回と伝えるべきところだったかなっていうところでございます。あとは包 

括の方でも、去年２回実施したかもしれない。合わせて３回実施したところでござ 

いましたので、ちょっと評価の方、訂正させていただきたいと思います。 

以上となります。 

 

（那須委員長） はい、ありがとうございます。 

終活をテーマの開催数３回ということでね、評価のほうは二重マルですか、 

このままでよろしいですかね。 

 

（大谷所長） はい。７５％かと思いますので、丸のままかもしれません。申し訳ございません。 

 

（斎藤委員） はい、ありがとうございます。 

 

（那須委員長） その他、はい。 

 

（菅原委員） ちょっと細かくてすいませんが、資料の２ページのですね、６番目の高齢者の６ 

年度の貯筋講座って書いてあるんですが、７年度の事業計画は貯金講座、きんの字 

が違う。 

 

（大谷所長） はい、恐れ入ります。これは筋肉を蓄えるというところで、７年度の表記が誤っ 

ております、６年度の貯筋講座のままの、はい、ごめんなさい、筋肉を蓄えるとい 

うところでございます、はい、失礼いたしました。 
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（菅原委員） それから４ページですね、基本方針３のところ、１番の虹いろ会食の事業者参加者、 

令和６年度の実績が９６人で、目標は９０人、ちょっと少なくなってきてるんですが、 

どういうことですか。 

 

（大谷所長） これは介護保険事業計画上目標としていた実数が９０人であったのですが、もう 

それをちょっと上回る数字の方になっているというところでございます。 

 

（菅原委員） ９０人ですね。 

 

（大谷所長） こちら目標指数になっているところでございましたので。 

 

（菅原委員） 下回るということでいいですか。 

 

（大谷所長） 目標指数を実数が上回っているというところになります。目標指数が計画上だと 

９０名になっていたところだったのですが、当初の想定を上回ってお申し込みとご 

利用いただいてるというところになります。 

この計画値でですね、９０人というふうになっていたかと思うんですが、それを 

上回る実績になっているというところでございます。 

 

（菅原委員） そうすると逆に８年度について上振れするわけではないんですね。 

 

（大谷所長） そうですね、こちら計画立てた令和５年度末に立てたところでございましたので、 

次の１０期計画でどういうふうに目標指数を設定していくかっていうところになっ 

ていくかと考えております。 

 

（菅原委員） はい、ちょっとわからないところあるんですけど、それから７ページのですね、 

みまもりシールなんですが、先ほどちょっとお話しもありましたけど、市の方から 

行方不明者の捜索するメールがたまに届くんですが、これだと、１人の方は続けて 

２回ほどですかメールが届きました。こういった方には警察署との連絡っていうか、 

このシールをどういうふうにされてるとか、フォローはされてるんですか。 

 

（大谷所長） そうですね、警察の方にこの間発動していただいたところもあるんですが、それ 

とは別に、行方不明になる可能性もある方に関しては、警察で行方不明なるかもしれ 
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ないということでＳＯＳネットワークの登録というのも一つお勧めしております。 

あと、本市の高齢者見守り支援事業のシールの登録、いずれも両方登録していた 

だくことをお勧めしておりまして、なお,そういう案件が出たときにはもちろん連携 

して実施の方をしているところでございます。 

 

（菅原委員） 何かですね、ＧＰＳとまでは言わなくとも、こういうふうにしょっちゅう行方不 

明になると、シールの効果が出てないと思うんですよね、だから、なんか、どうい 

う方法かでわかるようなシステムを、そこで、こう進めていただくとかしていただ 

いて、しょっちゅう、おそらく不明なってる方が多いんだと思うんですよね、そう 

いう対応を一つよろしくお願いしたいと思います。 

 

（大谷所長） はい。みまもりシールに関しては、ＧＰＳ機能がついておらず、本当にお洋服に 

貼るシールになってます。富谷市と書いているＱＲコードが、こう表記されて、洋 

服にアイロンで貼るシールなんですが、そういったものでしたので、おっしゃるよ 

うにＧＰＳ機能はついておりません。 

一方でＧＰＳの方ですね、介護保険のサービスの方でちょっと実費負担をいただ 

くんですけれどもそういったサービスもございますので、このようにちょっとリス 

クのある方に関しては、介護保険のそういったサービスの方も合わせてお勧めを強 

くしているところでございます。市の方としても、,この一つの対応でリスクが管理で 

きるかっていうと決してそうは考えておりません。様々な対策を練ってリスクを下 

げていくことが非常に重要であると考えておりますので、今後も引き続きそういっ 

た方が、行方不明に、なんていうんですかねやはり認知症の方もこうして、あーし 

ていきたい、という思いがありますので、そういった思いとかも尊重しながら、た 

だ安心して安全に過ごせるような対策の方を引き続き考えて進めて参りたいと考え 

ております。 

以上でございます。 

 

（那須委員長） よろしいですか。 

 

（渡邉委員） はい。 

 

（那須委員長） どうぞ。 
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（渡邉委員） 実体験なんですけれども、私の母がやはり認知症で、自宅に同居してて、どうして 

も私達が気づかないうちに出て、お世話に、４、５回なりました。ＧＰＳの携帯をち 

っちゃいやつを、母親が外に出る時も持って行く、かばんとか入れたんだけど、そ 

ういう時に限って持って行かないわけですよね、とにかく苦労したんですけれども。 

そんな感じで、なかなか手足が自由で認知症だけで、しかも外に出る意欲がある、夜 

も寝てられないっていう感じでしたけど、私自身もこんな介護に多少かかわるような 

仕事してるんで考えましたけど、なかなか厳しいです。 

 

（大谷所長） ありがとうございます。あと、今年度から安心安全メールの方でですね、そうい 

ったことがありましたらご家族のご希望にはよるのですがそういった周知をさせ 

ていただいております。 

体制は昨年度から整えたところであるんですが、幸いにもそういったことが発出 

する前に見つかったりとかっていうことで、発動をしたのが今年度からになります、 

住民の皆さんや関係者の皆さんにもぜひ登録をいただいて、災害時のみならずです 

ねこういったことにも少しご協力の方だったり、地域の中で見守っていただけますと、 

非常に幸いでございます。 

よろしくお願いいたします。 

 

（那須委員長） ほかにございますか、はいどうぞ。 

 

（吉村委員） ＳＯＭＰＯケア富谷の吉村と申します。私日頃、居宅介護支援のケアマネージャー 

ということで、在宅のケアマネージャーをさせていただいておりましたけど、要支 

援クラス、認知症のかたを、支援してるご家族様だったり、ご本人様だったり、携 

わらせていただいている中で、やはりご苦労、大変だなというのも日々感じており 

ました。 

先ほど大谷さんが仰ったような、介護保険のサービスでも何か、そういったもの 

っていうふうになると、何かセンサーをちょっと下に置いて、そこを通ったら、ピ 

ンポンと鳴ったり、音楽が鳴ったりという、いろんなものはございますが、渡邉先 

生がおっしゃったように、なかなかそこを通り抜けたりとか、うまくこう家族さん 

が気付ければいいんですけども、本当に難しいなっていうところが現状でございま 

した。はい。 

あとは、また認知症の家族会なんかに参加をさせていただきますと、本当に皆さ 

ん日々、大変な思いをされて、生きる、生活されているなあというところで、なか 
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なか本当に私もこの仕事に携わって何かいい策はないかなと、うん、日々ちょっと 

考えているところもありました、なかなか難しいとは思うんですが、業者さんによ 

ってはそのＧＰＳちょっと小さい物なんですけど、お守りの中に入れて、そのお守 

りを必ず持って歩く、杖に付けたりとか、そういった方もいらっしゃりたり、いた 

ので、新たなそういった市のほうで検討していただくと、より住みやすい町になら 

ないかなあと思いました。 

以上です。 

 

 

（那須委員長） 貴重なご意見ありがとうございます。次の審議、（４）「高齢者保健福祉計画・ 

第１０期介護保険事業計画」実態把握調査について、事務局からご説明をお願い 

します。 

 

（横田課長） ＜ 資料４ 「高齢者保健福祉計画・第１０期介護保険事業計画」実態把握調査 

について ＞ 

 

（那須委員長） はい、ただいまご説明いただきましてありがとうございます、これに関しまして、 

特によろしゅうございますか。 

 

（江角委員） 調査内容のことなんですけれども、①、②、⑤と市独自のものっていう話でうか 

がったんですけど、③、④を除く理由というのは一応お聞かせいただけると嬉しい 

なと思います。よろしくお願いします。 

 

（横田課長） ４ページの方で国で示すアンケート調査の例ということで、５項目ほどございます。 

大きく国のページの部分がかなり細分化されておりまして、③、④の部分に関しま 

しては本市では、⑤の人材調査の中で、事業所を拡大して③、④の内容を聞くよう 

な形でまとめるというようなイメージでございますので、全てになりますと、５項 

目それぞれアンケート調査になるんですが、かなり膨大な量になっておりますので、 

一部③、④の項目を⑤に入れる形で踏襲した形でございます。 

 

（江角委員） ありがとうございます、よくわかりました。 

 

（那須委員長） その他。 
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（亀補佐） その他といたしまして、参考資料１富谷市高齢保健福祉計画・第９期介護保険事業 

計画、参考資料２として富谷市内介護保険事業所一覧をまとめてございますので、後 

ほどご一読いただければと思います。 

なお、次回委員会については、１０月３日金曜日を予定してございます、また近く 

なりましたら通知いたしますのでよろしくお願いいたします。その他としましては以 

上でございます。 

 

（那須委員長） 予定された議事すべてに、ご承認をいただきました。それでは事務局に進行を 

事務局にお返しいたします。 

 

（亀補佐） 委員長、円滑な進行、ありがとうございました。また、委員の皆さま、貴重なご意 

見をいただきましてありがとうございました。以上で、令和 7年度第 1回富谷市介護 

保険運営委員会を終了いたします。大変お疲れ様でございました。 

 

＜ 閉会 ＞ 午後３時６分 


